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の は ， 大学院に入 っ て 間もない 頃 ， 物理学科の物性関係の教授が プラ ズマ 物理の 研究に転 じ

られ る時に語 られ た 「これ か らは プラズ マ が 大事に なる と思 うの で」 との言を聞い て び っ く

りした事で ある ．研究とは ， 自分が不思 議と思 う事を追求す る こ とと しか思 っ て い なか っ た
國

の で 「大事になるか ら」 とい う発 想に衝撃を受けた． しか し ， 少 し考えて， 日本にお ける大

学，と りわけ東京大学の役割が欧米先進国か ら知識を輸入 して 国家経営に役立て るこ とにあ

る の だ とい う事に （ず い 分遅ればせ なが ら）思 い あた っ たの で あ っ た．その ような考えを持

っ て い た の で
，

二 十何年か後， 東大の 教 授を務め た 時は ， その 自覚を持 っ て社会的に重要 な

温 暖化 と気候変動 の研 究 を進め るの に努力 した つ も りで い る．もっ とも 「温暖化」 は ，
こ れ

まで の 経験則が無力 に なる為 に ， 基礎 に 戻 っ て 深 く考 えるこ とが要求 される点 で 基礎研究 こ

そが最も実用的で ある とい うパ ラ ドキシ カル な事実があ り， 決して 「つ まらない応用研究」

で ない の だが．

　と りとめ もな く思 い 出を記 して 来たが ， 若 い 人た ちが学界の流 行とか リ
ーダー的人物が決

め た重要問題をフ ォ ロ ーする の で は な く， 自分で 不思議に思 っ た 問題 を自分の 頭で考え，自

分の 言葉で表現する 「遊び」の研究をして もらい たい と思う．論文数が どうの ， 国際的評価

が どうの と正反対 の 状況が 日本の 科学を覆い つ つ あ るが ， そ うで ない 時代 の 恩恵 を受けた
一

人 と して ， 微力な が ら こ の 流 れ に抗 して い くつ も りで あ る．「遊 び の 研 究」 と正 反対 の コ ン

セ プ トに もとつ く 「フ ロ ン テ ィ ア研究 シス テ ム」で本来の 意味での フ ロ ン ティ ア と呼ぶにふ

さわ しい 研 究 を して やろ うと も考えて い る ．
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